




 

 

 

最近、2018 年に放送された池井戸潤原作のＴＢＳドラマ「下町ロケット」を見ました。 

「下町ロケット」では、中小企業の「佃製作所」が困難を乗り越え、技術革新を通じて社会に 

貢献する姿が描かれています。特に、2018 年の「下町ロケット」は、農業分野における無人 

トラクターの開発がテーマで、日本農業の未来について取り上げていました。 

このドラマから見えた技術革新について、まとめてみたいと思います。 

 

① スマート農業の台頭 

無人トラクターはスマート農業の一環として位置づけられているようです。「スマート農業」

は ICT やロボット技術を活用し、省力化・高品質生産を実現する新たな農業形態としていま

す。データの見える化、効率的な生産支援、経験や勘に頼らない科学的な農法への転換などが

期待されているそうです。 

 

② ビッグデータの活用 

この実現に向けて、収穫、生育情報や気象データといったビッグデータの 

活用が必要になります。肥料の量や種類を過去のデータに基づいて設計し、 

トラクターに取り付けた作業機で散布するなど、精密な作業が可能です。 

 

③ データ連携の重要性 

農業機器のセンサー等とのデータ連携、気象や土壌、民間企業データの提供により、生産現場

から流通・消費まで連携を広げる環境を構築し、ＣPS 環境の構築をしています。 

 

④ 優れた技術を社会に活用することの困難さ 

安全性、セキュリティ、データ共有の技術、法律的な制限（無人の車が公道で走ることの法的

整備）、顧客のニーズとの乖離（内製化要望）など、新規事業の難しさが描かれています。 

 

⑤ 技術と社会の調和 

リアルタイムの状況判断と未来予測が必要であるとともに、倫理的・社会的な 

課題への対応が必要です。 

 

「下町ロケット」は技術革新と共に、中小企業の存続・発展と人材育成について改めて考えさせ

られました。コロナにより、テレワークやオンラインが始まり、生産性、効率性ということがより加

速した印象がありましたが、実はそれ以前から進んでいたということが分かりました。ここ最近、

会計分野においても、この技術革新が感じられます。電子帳簿保存法やインボイスの対応から会計

ソフトの役割が変わり、経理業務と共に会計事務所の仕事が大きく変わろうとしていることを実感

しています。この流れに対応していかなければ、この先の未来に付いてはいけないということを 

このドラマから感じました。元気の出るドラマなので、「下町ロケット」を是非ご覧ください。 




